
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
10
月
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
５
年
10

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
第
40
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
漢
方
研
究
会
学
術
集
会

日　

時　

10
月
４
日
（
土
）
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
15
分

会　

場　

東
京
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
・
品
川（
港
区
港
南
１
─９
─36
ア
レ
ア
品
川
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
現
地
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
）、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
：
２

０
２
５
年
10
月
17
日
（
金
）
午
後
０
時
～
11
月
30
日
（
日
）
午
後
０
時

テ
ー
マ　

漢
方
初
学
者
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ま
で
～
博
學
而
篤
志
、
切
問
而
近

思
（
博
く
学
び
て
篤
く
志
し
、
切
に
問
い
て
近
く
思
う
）
～

会　

長　

小
川　

恵
子
（
広
島
大
学
病
院
漢
方
診
療
セ
ン
タ
ー
）

内　

容

〔
特
別
講
演
〕
耳
鼻
咽
喉
科
に
お
け
る
漢
方
薬
の
活
用
法

─
基
礎
の
考
え
方
と
臨
床
応
用

和
光
耳
鼻
咽
喉
科
／
埼
玉
医
科
大
学
東
洋
医
学
科　

齋
藤　
　

晶

〔
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
〕
診
察
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
舌
診
・
腹
診
」

広
島
大
学
病
院
漢
方
診
療
セ
ン
タ
ー

小
川
恵
子
、
河
原
章
浩
、
濱
波
嘉
登
、
田
村
義
博

〔
一
般
講
演
〕

O1
当
院
に
お
け
る
耳
管
開
放
症
の
諸
症
状
に
対
す
る
漢
方
治
療
経
験

浜
井　

行
夫

O2
耳
管
開
放
症
に
対
し
て
漢
方
薬
を
処
方
し
た
１
例

野
村　

一
智

O3
加
味
帰
脾
湯
を
用
い
た
不
眠
治
療
の
経
過
中
に
聴
力
が
改
善
し
た
一
症
例

有
馬
菜
千
枝

O4
不
眠
に
対
し
て
の
経
方
理
論
に
よ
る
治
療
症
例

田
村　

義
博

O5
睡
眠
障
害
、
倦
怠
感
に
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎
湯
が
有
用
で
あ
っ
た
症
例

新
谷　

朋
子

O6
漢
方
薬
が
奏
効
し
た
若
年
者
の
味
覚
障
害
の
１
例

呉　
　

明
美

O7
広
範
囲
の
顔
面
・
頸
部
嚢
胞
性
リ
ン
パ
管
腫
の
増
大
阻
止
に
漢
方
薬
が

有
効
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
一
例

山
岸　

二
葉

O8
抑
肝
散
奏
功
例
、
エ
ビ
デ
ン
ス
、
質
問
紙
に
つ
い
て
の
検
討

清
水　

謙
祐

O9
漢
方
と
鍼
灸
の
併
用
に
よ
り
持
続
性
知
覚
性
姿
勢
め
ま
い
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が

改
善
し
た
一
例

永
友　

佑
夏

O10
し
ゃ
が
み
込
ん
で
し
ま
う
全
身
の
脱
力
に
対
し
漢
方
薬
治
療
が
奏
効
し
た

一
例

濱
浪　

嘉
登

O11
結
節
性
紅
斑
、耳
管
閉
塞
症
の
加
療
中
に
顔
面
神
経
麻
痺
を
発
症
し
た
が
、

標
準
治
療
に
加
え
、漢
方
・
鍼
灸
治
療
の
併
用
が
奏
功
し
た
一
例

井
上　
　

絢

O12
高
齢
化
地
域
に
お
け
る
耳
科
疾
患
へ
の
漢
方
治
療

金
子
富
美
惠

O13
頭
頸
部
が
ん
再
建
手
術
の
周
術
期
に
お
け
る
消
化
管
機
能
に
対
す
る

大
建
中
湯
の
効
果
の
検
討

今
井　

篤
志

O14
外
耳
道
癌
に
伴
う
顔
面
神
経
麻
痺
に
対
し
、
湯
液
、
鍼
灸
治
療
に
て

症
状
改
善
が
得
ら
れ
た
一
例

廣
瀬　

桂
子

O15
腹
診

河
原　

章
浩

O16
糖
尿
病
合
併
の
突
発
性
難
聴
に
漢
方
薬
が
奏
効
し
た
１
例

上
山　

展
弘

O17
め
ま
い
に
何
故
五
苓
散
が
有
効
な
の
か
？

竹
越　

哲
男

O18
中
国
に
お
い
て
耳
鼻
咽
喉
科
診
療
に
お
け
る
虫
類
生
薬

仝　
　

選
甫

O19 CO
V
ID

-19
感
染
後
の
異
嗅
症
に
漢
方
治
療
が
有
効
と
考
え
ら
れ
た
一
例

岡
安

唯



O20  CO
V
ID

-19

に
関
連
す
る
症
状
に
対
し
麻
黄
湯
の
薬
理
作
用
の
基
礎
医
学

的
解
明

王　
　

宝
禮

〔
優
秀
演
題
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
講
演
〕

N1 Evaluating the Im
pact of N

injinʼyoeito on O
ral Function 

Enhancem
ent in the Elderly�

N
GO

 Q
U
A
N
G T

RU
N
G

N2
習
慣
性
扁
桃
炎
の
患
者
の
症
状
に
対
す
る
補
中
益
気
湯
の
効
果
に
つ
い
て

佐
藤　

輝
幸

N3
漢
方
治
療
を
受
け
た
外
傷
性
嗅
覚
障
害
に
お
け
る
静
脈
性
嗅
覚
検
査
の

予
後
診
断
的
意
義
の
検
討

石
倉　

友
子

N4
マ
ウ
ス
耳
石
器
形
態
・
機
能
の
加
齢
性
変
化
に
対
し
て
、
漢
方
薬
長
期
内

服
が
与
え
る
影
響
の
比
較
検
討

植
田　

景
太

N5
前
庭
性
片
頭
痛
確
実
例
に
お
け
る
ロ
メ
リ
ジ
ン
塩
酸
塩
と
五
苓
散
の

併
用
治
療
効
果
─
気
象
病
関
連
症
状
の
有
無
と
五
苓
散
の
気
象
病

　

レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
の
検
討
─

新
井　

基
洋

N6
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
に
対
す
る
苓
桂
朮
甘
湯
の
治
療
効
果五

島　

史
行

〔
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〕

基
調
講
演
①
内
耳
に
お
け
る
水
代
謝
分
子
機
構
の
理
解
と
五
苓
散

　
　
　
　

お
よ
び
柴
苓
湯
の
臨
床
応
用

北
原　
　

糺

基
調
講
演
②
耳
鼻
咽
喉
科
領
域
と
利
水
剤

華
岡　

晃
生

W1
耳
鼻
咽
喉
科
領
域
に
お
け
る
越
婢
加
朮
湯
の
使
用
経
験

境　
　

修
平

W2
頭
頸
部
癌
症
Ｔ
Ｐ
Ｆ
症
例
の
下
痢
に
対
す
る
柴
苓
湯
の
治
療
効
果
─
第
２
報

渡
邉　

昭
仁

W3
五
苓
散
か
ら
の
変
方
に
よ
り
良
好
な
経
過
を
得
た
め
ま
い
症
の
１
例

白
井　

明
子

W4
メ
ニ
エ
ー
ル
病
患
者
の
暑
邪
に
対
す
る
清
暑
益
気
湯
の
使
用
経
験西

田　
　

学

　
〔
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
〕、〔
優
秀
演
題
賞
表
彰
式
〕、
情
報
交
換
会

事
務
局　

株
式
会
社
ツ
ム
ラ
医
薬
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
内

☎
０
８
０
・
６
７
４
７
・
９
０
８
０
（
対
応
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５

時
半
、
平
日
の
み
）E-m

ail

：jibika@
m
ail.tsum

ura.co.jp

●
日
本
東
方
医
学
会
第
18
期
中
医
学
研
修
講
座
─
臨
床
の
部

日　

時　

10
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
血
液
と
が
ん
「
血
液
が
ん
を
含
め
た
血
液
疾
患
に
ど
の
よ

う
に
漢
方
治
療
を
行
う
か
」（
玉
嶋
貞
宏
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

E-m
ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
10
月
月
例
研
究
会

日　

時　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

繁
用
処
方
解
説
：
参
耆
剤
、
皇
漢
医
学
：
大
承
気
湯
～
、
平
成
薬
証

論
：
大
黄
等
（
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
）
他

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
（
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１
）

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
第
671
回
近
畿
鍼
灸
漢
方
研
究
会
10
月
例
会

日　

時　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
55
分
～
午
後
４
時
55
分

会　

場　

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
3F1
号
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
８
─２
─６
）

会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

傷
寒
論
、
金
匱
要
略
の
用
語
解
説
（
富
田
知
世
子
）、
素
問
解
説
（
中
雅

哉
）、
柴
田
良
治
先
生
の
治
療
メ
モ
№
38
（
村
上
清
尚
）、
症
候
別
漢
方

療
法　

第
36
回
（
夜
久
泰
造
）、
漢
方
処
方
解
説
№
129
（
山
口
導
則
）

事
務
局　

富
田E-m

ail

：kinsinkan@
yahoo.co.jp



●
第
35
回
漢
方
治
療
研
究
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
４
単
位
）

・
日
本
東
洋
医
学
会
専
門
医
・
認
定
医
の
更
新
点
数
（
10
点
）

日　

時　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

東
北
大
学
医
学
部
艮
陵
会
館（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
広
瀬
町
３
─34
）

現
地
開
催
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信

会　

頭　

髙
山　

真
（
東
北
大
学
病
院
総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部
）

テ
ー
マ　

症
例
と
経
験
の
継
承
～
な
に
を
ど
う
伝
え
る
か
～

内　

容

〔
特
別
講
演
Ⅰ
〕
伝
統
あ
る
漢
方
施
設
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

継
承
す
べ
き
も
の
～
保
険
診
療
に
よ
る
煎
じ
薬
を
用
い
た
漢
方
治
療
～

富
山
大
学　

貝
沼
茂
三
郎

伝
統
と
革
新
：
東
医
研
・
漢
方
鍼
灸
治
療
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
と

　
　

未
来
の
へ
の
展
望

北
里
大
学　

星
野　

卓
之

〔
特
別
講
演
Ⅱ
〕
福
島
県
立
医
科
大
学
の
漢
方
煎
じ
・
鍼
灸
研
修

臨
床
の
実
践
と
教
育
の
継
承
：
会
津
漢
方
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
挑
戦

福
島
県
立
医
科
大
学　

田
原　

英
一

福
島
県
立
医
科
大
学
で
の
鍼
灸
教
育
の
現
状
と
課
題

福
島
県
立
医
科
大
学　

鈴
木　

雅
雄

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕
若
手
が
漢
方
を
勉
強
す
る
た
め
に

漢
方
医
学
を
学
ぶ
機
会
を
ど
う
見
つ
け
る
？
東
北
大
学　

有
田
龍
太
郎

考
え
、感
じ
と
り
、匙
を
と
る
技
の
伝
承
：
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ンへ
望
む
こ
と

三
井
記
念
病
院
・
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院　

増
田　

卓
也

〔
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
〕
共
催
：（
株
）ツ
ム
ラ

Long COVID journey

～
臨
床
か
ら
研
究
へ
～
東
北
大
学　

小
野　

理
恵

一
般
演
題
11
題
、
東
亜
医
学
協
会
賞
表
彰
式
、
他

主　

催　

東
亜
医
学
協
会
・
東
北
大
学
病
院
漢
方
内
科

共　

催　

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
漢
方
・
総
合
医
療
学
共
同
研
究

講
座
、
一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

後　

援　

一
般
社
団
法
人
日
本
東
洋
医
学
会
・
公
益
財
団
法
人
日
本
薬
剤
師

会
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

東
北
大
学
病
院
漢
方
内
科　

有
田
龍
太
郎

E-m
ail

：kam
pochiryo35th@

gm
ail.com

●
第
58
回
日
本
漢
方
交
流
会
全
国
学
術
総
会
「
東
京
大
会
」

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

10
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
45
分　

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場　

井
深
大
記
念
ホ
ー
ル（
新
宿
区
西
早
稲
田
１

─20
─14
）、
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

大
会
委
員
長　

中
川　

智
代
（
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
）

テ
ー
マ　

虚
弱
を
考
え
る

内　

容

〔
特
別
講
演
Ⅰ
〕『
啓
迪
集
』
に
学
ぶ
〝
虚
〟

東
京
医
薬
看
護
専
門
学
校
薬
業
科
講
師　

庄
司　

良
文

〔
特
別
講
演
Ⅱ
〕
虚
弱
と
漢
方

千
葉
科
学
大
学
薬
学
部
漢
方
医
薬
学
総
論
講
座
非
常
勤
講
師

壮
健
タ
ム
ラ
薬
局
代
表　

田
村　

哲
彦

〔
特
別
講
演
Ⅲ
〕
歴
史
の
中
の
虚
弱
帝
京
平
成
大
学
薬
学
部
准
教
授　

鈴
木　

達
彦

〔
会
員
発
表
〕、
他

主　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

主　

管　

東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
交
流
会
・
東
京
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局　



二
宮
理
摩
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
第
52
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
10
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

10
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎
「
五
臓
脾
」（
林
誠
一
）、特
別
講
演
免
許
皆

伝
：
実
症
例
治
療
で
「
漢
方
の
極
意
」
を
体
得
し
よ
う
（
仙
頭
正
四
郎
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬
（
有
）
内
（
名
古
屋
市
千
種
区
）

東
海
漢
方
協
議
会
HP
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
藤
門
会

日　

時　

10
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
～
６
時

会　

場　

全
水
道
会
館
５
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

症
例
・
研
究
報
告
（
岡
崎
仁
子
）、
学
会
報
告
（
発
表
者
）、
嘉
子
の
部
屋

（
高
木
嘉
子
）、
古
訓
医
伝
（
福
原
恵
子
）

連
絡
先　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
エ
ス
製
薬（
株
）内
藤
門
会
事
務
局
☎
０
４
５
・
５
９
３
・

２
０
６
１E-m

ail

：shonisitagau@
tom

onkai.com

●
第
78
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会　
漢
方
家
庭
医
講
習
会
（
会
場
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
）

・
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
参
加
証
対
象
講
座
（
１
単
位
）

日　

時　

10
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時
10
分

会　

場　

札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
５
丁
目
ア
ス
テ
ィ
45
中
研
修
室
１
２
０
６

＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催

内　

容　

女
性
と
ス
ト
レ
ス
（
千
福
貞
博
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
、（
株
）ツ
ム
ラ

後　

援　

北
海
道
医
師
会
、
札
幌
市
医
師
会

連
絡
先　
（
株
）ツ
ム
ラ
札
幌
第
二
営
業
所
☎
０
１
１
・
７
３
８
・
８
７
８
３（
岡
西
）

●
温
知
会
月
例
会
10
月
講
義
（
第
673
回
）

日　

時　

10
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

湯
島
聖
堂
：
斯
文
会
館
（
文
京
区
湯
島
１
─４
、
お
茶
の
水
駅
至
近
）

内　

容　

生
薬
解
説
：
辛
涼
解
表
剤
蘇
葉
・
菊
花
（
神
谷
洋
）、『
宋
版
傷
寒
論
』

素
読
Ｐ
46‌

L4
～
Ｐ
49‌

L6
（
是
澤
初
美
）、
症
例
検
討
：
六
味
丸
の
追
加

が
社
会
復
帰
の
切
り
札
に
な
っ
た
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
２
症
例
（
屋
良
美

紀
）・
双
極
性
障
碍
圏
に
漢
方
治
療
も
試
み
た
二
症
例
（
徳
田
裕
志
）、
自

由
課
題
：
在
宅
漢
方　

認
知
症
を
診
る
（
山
口
竜
司
）

問
合
せ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
第
704
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半　

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　
『
漢
方
薬
局
で
の
店
頭
経
験
』
最
近
の
症
例
を
紹
介
し
て
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
ま
す
。（
鉄
村
努
）、『
炎
症
に
対
す
る
漢
方
』（
中
島
正
光
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村
☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６E-m

ail

：info@
tetsum

ura.jp

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
35
期
10
月
講
座

日　

時　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館「
愛
学
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
山
科
区
）

内　

容　

第
１
講
・
四
診
（
問
診
）（
高
橋
宏
和
）、
第
２
講
・
和
漢
薬
研
究
の
醍
醐

味
（
牧
野
利
明
）、
第
３
講
・
産
婦
人
科
領
域
の
漢
方
治
療
（
光
野
彩
子
）

事
務
局　

松
田
久
司　

☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp



●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
35
回
）
10
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

基
礎
理
論
：
処
方
意
図
を
考
え
る（
伊
藤
亜
希
）、
金
匱
要
略
入
門
：
消

渇
小
便
利
淋
病
第
十
三
・
水
気
病
第
十
四（
河
合
元
宏
）、
最
前
線
の
漢

方
臨
床
：
漢
方
外
来
診
療
の
実
際（
室
賀
一
宏
）、
漢
方
ト
ピ
ッ
ク
ス
：

動
物
医
療
に
お
け
る
東
洋
医
学
や
代
替
医
療（
向
後
亜
希
）

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会（
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６

階
）
☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
迄E-m

ail
：j.kam

po@
jeans.ocn.ne.jp

●
第
79
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会　
漢
方
家
庭
医
講
習
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

・
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
参
加
証
対
象
講
座
（
1.5
単
位
）

日　

時　

10
月
25
日
（
土
）
午
後
４
時
～
６
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催

内　

容　

呼
吸
器
感
染
症
に
お
け
る
漢
方
治
療
─Long Covid

治
療
の
経
験

を
踏
ま
え
て
─
（
守
屋
純
二
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
、（
株
）ツ
ム
ラ

連
絡
先　
（
株
）ツ
ム
ラ
金
沢
営
業
所
☎
０
７
６
・
２
２
１
・
２
６
５
０
（
入
口
）

●
日
本
東
方
医
学
会
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
め
ざ
す
中
医
学
研
修
講
座

日　

時　

10
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

講
義
内
容
：
何
を
見
て
も
書
い
て
い
な
い
症
例
は
ど
う
し
ま
す
？　

～

気
象
病
本
治
・
鼻
炎
本
治
な
ど
～
（
中
田
薫
）、
後
半
30
分　

対
談　

中

田
薫
先
生
×
長
瀬
眞
彦
先
生

後　

援　

厚
生
労
働
省

共　

催　

日
本
東
方
医
学
会
、
ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
）

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局
☎
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
５

E-m
ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
７
年
10
月
例
会

日　

時　

10
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
会
場
で
の
開
催
（
会
場
は
事
務
局
に
確
認
）

内　

容　

漢
方
薬
の
症
例
検
討
（
山
本
晶
弘
）、漢
方
処
方
を
構
成
す
る
薬
味
解
説

（
川
嵜
哲
）、
中
医
学
解
説
、
傷
寒
雑
病
論
（
甄
立
学
）

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

☎
０
７
０
・
８
３
７
２
・
６
６
３
７ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

E-m
ail

：kyusyukam
po@

gm
ail.com

●
柿
田
塾
10
月
度
定
例
会

「
柿
田
塾
定
例
会
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
柿
田
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

「
論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
目

的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「
症
例
報
告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

原

著

論

文

１
．
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
言
）、
研
究
対
象
及
び
方
法
、
結

果
、
考
察
、
結
論
、
引
用
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
５
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
い
ず
れ
も
英
文
及
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
別
紙
に
、「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、
投

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

の
署
名
捺
印
に
日
付
を
付
し
て
、
編
集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

く
だ
さ
い
。

引

用

文

献

引
用
文
献
は
原
則
20
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
雑
誌
の
場
合
〉

著
者
名
：
題
名
、
雑
誌
名
、
巻（
号
）、
該
当
頁
、
発
行
年

（
例
）
漢
方
太
郎:

周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
茯

苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
54（
２
）、
Ｐ
236
～

239
、
２
０
０
２

投

稿

規

定
（
２
０
２
３
年
２
月
改
訂
）

投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

１
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
及
び
予
告
な
ど
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
）

２
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
及

び
予
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。
原
則
、
使
用
薬
剤
は
初
出
も
し
く
は
本
文
末
に
製
薬

会
社
名（
医
療
用
・
一
般
用
を
含
む
）・
剤
形（
エ
キ
ス
剤
・
煎
剤
等
）

を
付
記
し
て
下
さ
い
。

３
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

４
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
患
者
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」
を
遵
守
し
て
下
さ
い
。

論
稿
の
区
分

「
論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

表
の
も
の
で
す
。

「
総
説
」
と
は
、（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま

と
め
た
も
の
で
す
。




